
研究計画書の書き方
～社会科学編～

人文学研究科外国学専攻 (M2)



本日の議題と目的

主に大学院入試を受験する方を対象に、

研究計画書とは何を書くべきものか、

書くときに気を付けたらよいかについて、

実際にLSが書いた計画書をもとに説明します。



自己紹介、LSの紹介
• ラーニングサポーター（通称LS）は、みなさんの学習や進学に関
する相談を受け付けています！

2025年度秋冬学期の外国学図書館LSの在席時間



研究計画書とは

• 多くの大学院入試（院試）では筆記試験と研究計画書の
提出が求められる。

• 博士前期課程（修士課程）への院試では
「2年間で修士論文を書くビジョンを持っているかどうか」
「研究にたいする考え方がしっかりしているかどうか」が判
定される (石黒2021:14-15)1。

• 特に学外受験の場合、指導教員との合意も大事。
面接対策も。

1. 石黒圭(2021)『文系研究者になる : 「研究する人生」を歩むためのガイドブック』研究社



研究計画書に必要な要素

① 研究背景 （先行研究と問題の所在）

• 研究テーマに関連する先行研究を挙げて内容をまとめる

• 学術的背景に加えて、社会的な背景も描写できるとよい

• 先行研究では足りない点、先行研究の問題点を明確に示す

（→だから私が大学院に入って、次の方法で研究します！）



②研究テーマ・研究目的

• 何を研究対象にするのか
（どんな事象を研究の対象とするのかを示し、具体例を提示）

研究計画書に必要な要素



③ 研究方法・研究計画

• どのような方法で問題にアプローチするのか
(文献調査、アンケート調査、フィールドワーク、特定の理論
を援用した考察 etc.)。

• そして、それはなぜか
（e.g.先行研究では取られていない分析方法だから。
他の類似例でその方法が用いられているため。）

• 期限内に完了するか、現実的に実証が可能かといった実現
可能性も大事。

研究計画書に必要な要素



➃ 期待される成果

• 予想される結果や仮説と、自身の研究成果が学問的に
どのように貢献しうるかを書く。

研究計画書に必要な要素



• LS（外国学専攻 専門：フィリピン地域研究）が実際に提出した

博士前期課程の研究テーマ論述（4000字）

学振DC1（M2で書いた奨学金の研究計画書）

～個人情報を含むため、ウェブ掲載版では割愛しました～

実際の研究計画書



これからも求められる研究計画書

学振DCと次世代

• 【学振DC1,DC2】
月20万円の研究奨励金と、研究費（科研費）の取得の公募。
採択率は各分野10％前後。
https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sin.html

• 【学際融合を推進し社会実装を担う次世代挑戦的研究者育成プロ
ジェクト】
月18万円の研究奨励費と、年間48万円の研究費の取得の公募。

    阪大学内での公募で、今年度は325名採択。
https://itgp.osaka-u.ac.jp/jisedai/
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・自分が提示する新しい視座が曖昧＝So what?がない
学部の段階では仕方がないが、なんとか絞り出そう。
→最初に一文で書くことで解決。（次スライドで解説）

・テーマが大きすぎ
→修論では所詮大したことは言えないと割り切る。
自分が明らかにする小さい事例→大きなテーマの～の部分に貢献す
る。

・実証可能性がわからない
→年次ごとの具体的な作業過程を書いてもよい。

陥りがちな失敗



・研究目的を最初に書く。
本研究は、～について、～という方法を通して、明らかにする。

・問は疑問形にする。
SがOをどのように～Vしているか？
フィリピンにおいては、信徒の集団が、宗教行事の秩序を維持している。

・先行研究とのコントラストの出し方
従来では～と言われているが、むしろ本研究は～だと主張する。
従来秩序がないとされる宗教行事は、むしろ信徒集団によって現場の秩序が構築されて
いる。

有効なテクニック
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